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� 8月号広報

　
９
月
１０
日（
月
）か
ら
試
行
運
行
が

始
ま
る
安
曇
野
市「
デ
マ
ン
ド
交
通
」

の
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
７
月
２０
日
ま
で
の
募
集
期
間
に
、

総
数
１
、８
０
５
件
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
、「
第
９
回
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
の
検
討
会
」
で
選
考
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
１３
人
の
皆
さ
ん
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
「
あ
づ
み
ん
」
に
決

定
し
、
愛
称
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１３
人
の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
、
穂
高
柏
原
の
貝

野
陽
子
さ
ん
が
命
名
者
の
代
表
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

 
次
の
手
順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
　
ま
ず
「
利
用
登
録
」
を
し
て
く

だ
さ
い（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）。
普
段
車

を
運
転
し
て
い
る
人
も
含
め
、
家
族

全
員
の
登
録
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

②
　
利
用
す
る
前
に
、
受
付
セ
ン

タ
ー（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
番
号
を
お

間
違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③
　
受
付
に
は
、
自
宅
の
電
話
番
号
･

利
用
す
る
人
の
名
前
・
乗
車
場
所
・

下
車
場
所
・
利
用
す
る
時
間
帯
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

④
　
当
日
は
、
予
約
し
た
時
間
帯

に
乗
車
場
所
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

⑤
　
運
転
手
に
名
前
と
目
的
地
を

伝
え
、
車
両
の
乗
り
間
違
え
が
な

い
か
確
認
し
、
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時

こ
ろ
の
運
行
で
、
午
後
１
時
か
ら
２

時
は
運
休
と
な
り
ま
す
。
お
お
よ
そ

１
時
間
間
隔（
状
況
に
よ
っ
て
は
３０
分
）

で
、原
則
、最
終
目
的
地
に
一
番
遠
い

人
か
ら
順
番
に
回
り
な
が
ら
運
行
し

ま
す
。

　
利
用
の
１
週
間
前
か
ら
３０
分
前
ま

で
予
約
が
で
き
ま
す
。
受
付
時
間
は

午
前
７
時
４０
分
か
ら
午
後
４
時
４０
分

ま
で
で
す
。
朝
８
時
台
の
便
は
前
の

日（
月
曜
日
に
利
用
す
る
場
合
は
金
曜

日
）に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
の
予
約
の
時
に
、
帰
り
の
時

間
帯
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
帰
り
の

予
約
も
で
き
ま
す
。
診
察
な
ど
で
い

つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ

の
都
度
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

安曇野市デマンド交通・愛称名

「あづみん」に決定！

　神戸出身で安曇野に移り住んで１３年めと

なる貝野さん。ご主人の仕事の関係で、全

国各地で暮らしましたが、緑に恵まれなが

らも、利便性の高い環境に大変満足してい

るそうです。

　「あづみん」という名前は、この地にふさ

わしく、軽やかで重苦しくない響きを意識

しながら、直感で命名。「お友達の所へ訪問

するなど、いろいろな使い方ができると思

います。私も普段は車を運転していますが、

いつか卒業しなければならない日が来ると

思います。画期的な新しい交通手段として、

非常に期待しています」と話します。

こんな思いを込めました。

この地にふさわしく
軽やかなイメージを

デマンド交通とは？

　利用者それぞれの希望時間帯、乗車場所
などの要望（デマンド）に応える新たな公共
交通で、タクシーの便利さを、バス並みの
料金で提供できるのが大きな特徴です。
　電話で予約し、乗車、目的地まで向かい
ます。乗り合いなので、ほかにも同じ便に
予約した人がいれば、道順に回って、目的
地まで運行します。

堀金地域でこれまで運行されてきた「うららカー」

デマンド交通���
「まだ良くわからない」をまとめました。

８／6�第9回検討会で議論

利
用
手
続
き
の
概
略
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

��

運
行
の
時
間
帯
は
？

��

予
約
は
、
い
つ
か
ら

い
つ
ま
で
で
き
ま
す
か
。

��

高
齢
者
し
か
使
え
な
い
の
？

��

帰
り
も
予
約
が
必
要
で
す
か
？

��

命名者

貝野 陽子さん（穂高柏原）
かい   の        よう    こ 
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利用登録受付中！

　
な
る
べ
く
早
め
に
受
付
セ
ン
タ
ー

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
１
回
の
乗
車
で
移
動
で
き
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
地
域
内
と
「
共
通

乗
合
エ
リ
ア
」
と
な
り
ま
す
。「
豊
科

共
通
乗
合
エ
リ
ア
」
は
全
地
域
間
を

結
び
、「
穂
高
共
通
乗
合
エ
リ
ア
」
は

穂
高
・
明
科
間
を
結
び
ま
す
。ま
た
共

通
乗
合
エ
リ
ア
以
外
の
他
地
域
へ
移

動
す
る
場
合
は
、市
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
で「
乗
り
継
ぎ
」
を
行
い
ま
す
。

　
５
ペ
ー
ジ
図
の
青
線
の
枠
内
が
運

行
範
囲
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
枠
内
で
あ
っ
て
も
、
道
路
事
情
で

進
入
で
き
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
外
へ
の
移
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
家
族
や
ご
親
せ
き
な
ど
の
帰
省
な

ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
市
内
に
帰
省

し
て
き
た
際
に
生
活
す
る
実
家
な
ど

の
住
所
地
で
利
用
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が
記

載
さ
れ
、
登
録
し
た
人
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
登
録
手
続
き
が
完
了
し
た
世
帯

に
登
録
人
数
分
送
付
し
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ド
は
乗
車
時
に
提
示
を
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ご
自
身
で
電
話
で
き

な
い
場
合
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
送
付
は
８
月
下
旬
以
降

と
な
り
ま
す
。
　

　
車
内
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

で
販
売
し
ま
す
。

堀金地域の皆さまへ

 堀金地域で運行しているデマンド交通「うららカー」は、

システム切り替え作業のため９月３日から９月７日まで運休と

なり、９月１０日からは「あづみん」の名称で運行されます。また、

ぐるまるくんと市営バスは９月１０日から休止となります。

　デマンド交通の利用登録は
無料で、随時受け付けています。
この機会にぜひご登録ください。

登録方法

① 登録票に記入
　「安曇野市デマンド交通利用
登録票（以降：登録票）」に必要
事項を記入してください。登録
票は、広報あづみの6月号、市
社会福祉協議会支所・市総合支
所窓口、市・市社協ホームペー
ジで入手できます。

② 市役所あるいは市社協へ申請
　市総合支所あるいは市社会福
祉協議会に、郵送、FAX、直接
持参するなどして登録申請して
ください。

③ 登録カードと利用案内の受領
　登録手続きが終了すると、登
録カードと利用案内が送られて
きます。

運行範囲が決まりました。
◎青線の枠内が「あづみん」の運行範囲です。

 （運行範囲内であっても道路事情などにより、運行できない場所が一部あります。ご了承ください。）

◎豊科「共通乗合エリア」は、全地域と結ばれます。

 穂高「共通乗合エリア」は、明科地域と結ばれます。

◎市社会福祉協議会本所で車両を乗り継ぐことで、他地域にも移動できます。

◎１乗車300円が基本です。

◎車両の数は、ワゴン車１１台、乗用車３台で運行する予定です。

予
約
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の
時

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

��

「
共
通
乗
合
エ
リ
ア
」
、

「
乗
り
継
ぎ
」っ
て
何
で
す
か
？

��

子
ど
も
や
親
せ
き
が
帰
省
し

た
時
、
利
用
で
き
ま
す
か
？
 

��

登
録
を
す
る
と
送
付
さ
れ
る

「
登
録
カ
ー
ド
」
っ
て
何
？
 

���

ど
の
範
囲
ま
で

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

��

回
数
券
は
ど
こ
で

売
っ
て
ま
す
か
？

���

う ら ら カ ー
うららカーナイトラインは9/3～9/7運休
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定
時
定
路
線
専
用

駐
車
場

定
時
定
路
線
専
用

駐
車
場

安
曇
野
市
役
所
前

豊
科
駅
前

安
曇
野
赤
十
字

病
院
前

ス
ワ
ン

ガ
ー
デ
ン
前

豊
科
イ
ン
タ
ー
東

田
沢
駅
前

穂
高
駅
前

穂
高
病
院
前

白
坂
口

中
田
橋

李
口

松
庄
入
口

竹
の
花

花
見
橋

離
山

明
科
駅
前

会
田
口

潮 山
十
前

学
校
前

天
白

沢
六

山
中

　
　
節
郎
記
念

美
術
館
口

押
野

塔
ノ
原

明
科
駅
前

峰
方
授
産
所
前

明
科
高
校
口

6：45 7：18 １7：34 18：39定時定路線専用駐車場 7：06 7：54 18：15 19：14田沢駅前

6：46 7：19 １7：36 18：41安曇野市役所前 7：08 7：56 18：17 19：16豊科インター東

6：47 7：20 １7：37 18：42豊科駅前 7：10 7：58 18：19 19：18スワンガーデン前

6：48 7：21 １7：39 18：44安曇野赤十字病院前 7：12 8：00 18：21 19：20安曇野赤十字病院前

6：50 7：23 １7：41 18：46スワンガーデン前 7：14 8：02 18：23 19：22豊科駅前

6：53 7：25 １7：43 18：48豊科インター東 7：15 8：03 18：24 19：23安曇野市役所前

6：55 7：28 １7：45 18：50田沢駅前 7：17 8：05 18：26 19：25定時定路線専用駐車場

豊科駅・田沢駅路線

6：40

明科駅前 16：50 17：35 18：50

会田口 16：51 17：36 18：51

明科高校口 16：52 17：37 18：52

潮 16：52 17：37 18：52

山十前 16：53 17：38 18：53

学校前 16：54 17：39 18：54

天白 16：55 17：40 18：55

沢六 16：56 17：41 18：56

山中 16：57 17：42 18：57

小日向口 16：58 17：43 18：58

離山 16：59 17：44 18：59

花見橋 17：00 17：45 19：00

竹の花 17：01 17：46 19：01

松庄入口 17：02 17：47 19：02

峰方授産所前 17：03 17：48 19：03

李口 17：03 17：48 19：03

中田橋 17：04 17：49 19：04

白坂口 17：05 17：50 19：05

白坂口

中田橋

李口

峰方授産所前

松庄入口

竹の花

花見橋

離山

小日向口

山中

沢六

天白

学校前

山十前

潮

明科高校口

会田口

明科駅前

17：05

17：06

17：07

17：07

17：08

17：09

17：10

17：11

17：12

17：13

17：14

17：15

17：16

17：17

17：18

17：18

17：19

17：20

17：50

17：51

17：52

17：52

17：53

17：54

17：55

17：56

17：57

17：58

17：59

18：00

18：01

18：02

18：03

18：03

18：04

18：05

19：05

19：06

19：07

19：07

19：08

19：09

19：10

19：11

19：12

19：13

19：14

19：15

19：16

19：17

19：18

19：18

19：19

19：20

7：16 17：38 18：42定時定路線専用駐車場 6：56 7：47 18：07 19：07明科駅前

6：42 7：18 17：40 18：44穂高駅前 6：58 7：50 18：09 19：09塔ノ原

6：44 7：20 17：42 18：46穂高病院前 7：00 7：52 18：12 19：12押野

6：47 7：23 17：45 18：49　　節郎記念美術館口 7：02 7：54 18：14 19：14　　節郎記念美術館口

6：49 7：26 17：48 18：52押野 7：06 7：58 18：18 19：18穂高病院前

6：51 7：28 17：51 18：54塔ノ原 7：09 8：01 18：21 19：21穂高駅前

6：54 7：34 17：54 18：58明科駅前 7：11 8：03 18：23 19：23定時定路線専用駐車場

穂高駅・明科駅路線

明科スクールバス兼定時定路線
（一般も乗車可）

定時定路線は3線
利用料金

１乗車

大人

小・中、高校生

障がい者（手帳提示）

未就学児

通勤用定期券（駐車場付）

通学用定期券

200円

100円

100円

無 料

1カ月4,000円

1カ月2,000円

通勤・通学の利用者を見込み、定時定路線を14人定員の

ワゴン車で平日朝夕運行します。（時刻表は変更となる

場合がありますのでご了承ください）

☆土曜・日曜・国民の祝日は運休になります。
☆年末年始も運休とします。（12月29日から1月3日まで）

土曜・日曜・国民の祝日・年末年始（12月29日から1月3日）は運休になります。

土曜・日曜・国民の祝日・年末年始（12月29日から1月3日）は運休になります。

〈駅帰り〉

〈駅行き〉

【利用登録】

市社会福祉協議会

℡ 72・1871
（利用登録受付専用　FAX 73・1114）

〒399-8205 安曇野市豊科4160-1

http://www.azuminoshakyo.or.jp/

市企画財政部企画政策課　

℡ 71・2000
〒399-8205　安曇野市豊科4932-46

http://www.city.azumino.nagano.jp/

【予約受付（９/10開設）】

受付センター

予約受付専用番号　℡ 71・1233
受付時間　運行日の午前７時40分

～午後４時40分まで

FAX 73-1114

〒399-8205　安曇野市豊科4160-1

安曇野市社会福祉協議会内

※番号はお間違えのないようお願いします。

問い合わせ・申し込み

市社協本所に受付センターを設置

小
日
向
口

※定期券購入は受付センター（TEL71・1233）まで
お問い合わせください。
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＊ T O P I C S

し
ゅ
ん
工

８月１日～１０日

夏休み明けの本格稼動に向けて
新給食センターで調理員の研修が行われました

平林市長は「しっかりとした調査に基づいた検討を
行い、地に足のついた成果を上げていきたい」と
あいさつしました。

　最新のシステムなどが導入された中部学校給食センターと南部学校
給食センターでは、夏休み明けの子どもたちへの給食の提供をスムーズ
に行うため、調理を担当する職員の研修会を８月１日～１０日まで行いました。
　中部学校給食センターの研修では、身支度や手洗いなどの衛生管理
や調理器具の使い方の説明を受け、実際に調理をして確認をしました。
また、７日には、本格稼動する２０日の献立である手づくりハンバーグやわ
かめスープなどを作りました。
　中部給食センターは８月２０日、南部学校給食センターは８月２１日か
らそれぞれ本格稼動し、子どもたちに給食を届けています。

　安曇野市と松本市にある長野自動車道の梓川サービスエリ
ア（ＳＡ）にノンストップ料金収受システム（ＥＴＣ）専用のスマ
ートインターチェンジ（ＩＣ）の設置を目指す「梓川ＳＡスマー
トＩＣ社会実験研究会」の設立総会が７月１２日、安曇野市や松
本市、長野国道事務所などの関係者が出席して開かれました。
　研究会では、スマートＩＣの設置場所や利用時間、通行可能
な車種、安全性のほか、その効果や課題を検証し、社会実験
に向けた基礎資料を収集するほか、来年度の実験の開始を目
指し、年内に実施計画を策定する予定です。

 

　
安
曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー（
豊
科
南
穂
高
）と
南
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー（
三
郷
明
盛
）の
し
ゅ
ん
工

式
が
７
月
２５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
部
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
豊
科
北

小
学
校
北
側
に
、
南
部
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
三
郷
小
学
校
南
側
に
そ
れ
ぞ

れ
完
成
し
ま
し
た
。
両
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
衛
生
管
理
の
充
実
、
調

理
工
程
の
効
率
化
を
図
り
、
太
陽
光

発
電
を
利
用
す
る
な
ど
環
境
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食（
３０
食
）専
用
の
調
理
室
も

あ
り
ま
す
。

　
式
に
は
、
平
林
市
長
を
は
じ
め
学

校
・
工
事
関
係
者
な
ど
約
７０
人
が
参

加
し
て
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
平

林
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
給
食

セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。
給
食
の
提
供

だ
け
で
な
く
、
家
庭
と
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
食
育
の
情
報
発
信
の
場

と
な
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安
曇
野
・
松
本
・
東
信
地
区
を
結
ぶ

▼中部給食センターは、豊科と明科地域の
小中学校７校（約2,600食）を提供します。

コンテナプール（天吊式消毒保管システム採用）

▲南部給食センターは、三郷と豊科地域の一部
の小中学校３校（約3,000食）を提供します。

研修最終日には、夏休み明け最初の給食
メニューの調理を行った。

 　
あ
づ
み
の
産
業
団
地
東
に
ア
ル
プ

ス
大
橋
が
完
成
し
、
全
長
４
・
２
キ

ロ
の
「
国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ

ス
」
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
７
月

２５
日
に
は
、
開
通
式
を
祝
う
式
典
と

渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
安
曇
野
市
、

松
本
市
の
両
市
民
な
ど
５
０
０
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
に
は
、
菅
谷
松
本
市
長
、

村
井
長
野
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
地
元
区
長
な

ど
関
係
者
が
出
席
し
、
こ
の
バ
イ
パ

ス
の
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
会
長

で
あ
る
平
林
市
長
は
、
「
何
よ
り
地

元
の
皆
さ
ん
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
。
１
４
７
号
線
の
渋
滞

緩
和
と
松
本
市
、
安
曇
野
市
が
よ
り

一
体
と
な
っ
て
中
信
地
域
が
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
開
通
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、
両

市
の
園
児
が
参
加
し
た
く
す
球
割
り

の
後
、
松
本
広
域
消
防
音
楽
隊
を
先

頭
に
、
両
市
の
３
組
の
三
世
代
夫
婦

や
参
加
の
皆
さ
ん
が
渡
り
初
め
を
し

ま
し
た
。

3世代家族として
渡り初めに参加した中島さん

　暫定の２車線ではありますが、
これですべて開通したのは大
変うれしく思います。これを
きっかけにあづみ野産業団地
はもちろんこの地域がより発
展してほしいと思います。 中�島 美�郷�さん

（豊科高家）

よし�さと

長野自動車道 梓川サービスエリア

スマートインターチェンジの導入に向けて研究会を設立

調理室

コンテナプール（天吊式消毒保管システム採用）

国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ
ス
開
通

中
部
・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
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環  境

まちづくり

環境学習を応援します

市民から見た「協働」とは

中国・五三街道から訪問団

思い思いの花を咲かせる

それぞれの立場から課題を模索

　市職員が出向き、工作を通じてリサイクルを呼び

かける「ペットフラワー教室」が７月２３日、堀金

小学校で開かれました。この日は、同校の約１００人

が参加し、たまごパックとペットボトルを加工した

高さ２０㌢ほどのペットフラワーを作りました。工

作が終わり、職員が市のリサイクルの現状などを説

明すると、子ども達は熱心に話に聞き入っていまし

た。４年生の平林咸織くんは「楽しくできた。ペッ

トボトルの行方など知らないことが多かった」と話

しました。市では今後も、要請に応じて教室を開催

する予定です。

　市が策定を目指す「市民と行政の協働指針」への

提言づくりを行う市民会議が７月１８日、堀金総合

支所で開かれました。初回となるこの日は、２７人

の参加者が４班に分かれ、協働が抱える課題につい

て話し合いました。

　各班は「協働の解釈が人によって違い、意味が分

からない」、「市職員の意識も低い」、「情報交換の場

が少ない、情報が伝わらない」などの課題をそれぞ

れにまとめ、発表しました。会議は１２月までに独

自の指針案をまとめ、市の策定チームに提言する予

定です。

「友好関係をさらに深めたい」と語る

　中国遼寧省の自治区･五三街道の訪問団が７月３日、

市役所を訪れ、平林市長と会談を行いました。五三

街道は、旧三郷村が平成１０年に友好都市提携を結び、

相互訪問を行うなどの交流を重ねてきました。今回は、

市が発足してからは、初めての訪問となりました。

　五三街道事務所・温副主任は、「安曇野市は現代

的な田園都市という印象。さらに友好関係を深めた

い」と求め、平林市長は「今後ともお付き合いをお

願いしたい」と応えました。

＊ T O P I C S

地域福祉計画 ３２のアクションプランを提言

皆が幸せ暮らせるまちを目指して

　地域福祉計画策定の市民の取り組みとして設置された「福
祉のまちづくり検討会」の最終報告会が７月１４日、豊科
ふれあいホールで行われました。
　この日は、検討会からこれまでの活動成果をまとめた３２
のアクションプランが提言されました。今後、この提言を
踏まえた検討が策定委員会で行われ、来年３月には計画が
完成する予定です。提言書の内容は、各総合支所市民福祉
課福祉係、穂高健康支援センター窓口、または、市ホーム
ページで閲覧できます。（お問い合わせ：穂高健康支援セ
ンター内社会福祉課福祉総務係 ℡８１・０７１６）

　
平
成
１３
年
９
月
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
以
降
、
国
で
は
有
事

に
お
け
る
法
整
備
が
議
論
さ
れ
、

平
成
１６
年
に
国
民
保
護
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
に
基
づ
き
、
同
年
度
に
国
・

都
道
府
県
等
が
「
国
民
保
護
計
画
」

を
作
成
。
市
で
も
今
年
４
月
、
安

曇
野
市
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置
し
、

５
月
に
は
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
す
る
な
ど

策
定
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
７
月
、
同
協
議
会
が
市
長

に
計
画
案
を
答
申
し
、
県
知
事
協

議
を
経
て
、
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
安
曇
野
市
国
民
保
護
計
画
」
は
、

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保
護
し
、

住
民
生
活
と
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

が
最
小
に
な
る
よ
う
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
市
が
行
う
国
民
保
護

措
置
の
行
動
計
画
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
構
成
は
全
５
編
で
、
武
力
攻
撃

を
受
け
た
場
合
の
体
制
の
整
備
や

対
処
要
領
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
に
は
、
県
内
の
市

町
村
の
中
で
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
少
な
い
「
基
本
理
念
」

が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
理
念
に
は
、
「
国
の
外
交

努
力
に
よ
り
武
力
攻
撃
等
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
」
「
市

は
計
画
を
弾
力
的
に
運
用
し
、
す

べ
て
の
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
保
護
す
る
」
ま
た
、
「
市
民
は

自
ら
の
命
を
守
り
、
互
い
に
助
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
に
お
け
る
市

民
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、

自
発
的
意
志
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
・

関
係
機
関
の
体
制
整
備
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
計
画
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
堀
金
総
合
支
所
内
総
務
部
危
機

　
管
理
室
　
　
（
℡
７２
・
６
７
６
９
）

国民保護計画

安曇野市
国民保護計画を
作成しました

予
期
せ
ぬ
武
力
攻
撃
に
備
え

特
徴
は
基
本
理
念

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

7/4 第2回安曇野市国民保護協議会

おん
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現
在
、
世
の
中
は
男
女
平
等
な

社
会
だ
と
思
い
ま
す
か
？

女
性
が
働
く
上
で

障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
？

自
分
が
介
護
さ
れ
る
と
し
た
ら
、

誰
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
？

男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の
か
か

わ
り
を
進
め
る
た
め
必
要
な
こ
と
は
？

平
等
で
な
い
と
思
う
分
野
は
？

平
等
で
な
い
と
思
う
分
野
は
？

調　査　概　要
①調査対象　無作為抽出による18歳以上の市民
　　　　　　3,000人、事業所200社
②調査方法　郵送による調査票配布・回収
③調査期間　平成19年3月6日～30日
④回収（率）　市民 1,335人（44.5％）
　　　　　　事業所 114社（57％）
⑤性別　　　男性 601人（45％）
　　　　　　女性 716人（54％）
　　　　　　無回答 18人（1.3％）
⑥主な回答者年齢　30代～40代  351人（26％）
　　　　　　　　　50代～70代  744人（56％）

　
市
で
は
、
今
年
度
中
に
「
安
曇
野

市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
男
女

が
互
い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
い
な

が
ら
家
庭
・
職
場
・
地
域
で
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
作

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
方
を
把
握
す
る
た
め
、

今
年
３
月
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
男
女
の
平
等
感
に
つ
い
て
は
、
「
平

等
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
２２

％
と
少
な
く
、
４
人
に
３
人
は
「
平

等
で
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。
（
図
１
）

　
「
平
等
で
な
い
」
と
す
る
分
野
に

は
、
「
社
会
通
念
・
慣
習
・
し
き
た

り
」
「
職
場
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、

日
常
社
会
生
活
で
は
、
「
職
場
」
の

改
革
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
は
進
ん
だ

も
の
の
、
「
社
会
通
念
・
慣
行
・
し

き
た
り
」
的
な
も
の
を
背
景
に
、「
職

場
」
で
の
女
性
の
立
場
が
確
立
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。（
図
２
）

　
「
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
」
が
４０

％
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
、
あ
い
ま

い
だ
が
肯
定
的
な
意
識
の
人
も
３５
％

と
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
明
確
に
反

対
す
る
人
も
１４
％
と
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
「
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
が
、

心
の
中
で
は
釈
然
と
し
な
い
も
の
が

残
っ
て
い
る
」
と
い
う
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。
（
図
３
）

　
女
性
が
働
く
上
で
の
障
害
は
「
育

児
の
分
担
」
が
最
も
多
く
、
「
家
事

の
分
担
」
「
託
児
施
設
の
不
足
」
「
家

族
の
介
護
」
な
ど
が
続
い
て
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
家
庭
内
で

の
家
事
・
育
児
・
介
護
の
分
担
の
問

題
で
あ
り
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
結
果
、

家
族
の
持
つ
「
家
事
・
育
児
・
介
護
」

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
福
祉
機
能
が
減

退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
（
母
親
）

に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
結
果
と
な

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
（
図
４
）

　
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の

か
か
わ
り
が
、
ま
だ
少
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
か
か
わ
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
は
、
「
家
事
な
ど
は
男
女
で

分
担
す
る
の
が
、
当
た
り
前
と
い
う

こ
と
を
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
教
育
す

る
こ
と
」
が
最
も
多
く
、
分
担
す
る

意
識
の
啓
発
と
、
分
担
す
る
た
め
の

ゆ
と
り
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
人
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
（
図
５
）

　
自
分
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

「
配
偶
者
」
に
介
護
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
人
が
半
数
程
度
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
配
偶
者
が
「
最
も

自
分
の
こ
と
を
理
解
し
、
心
配
し
て

く
れ
て
い
る
」
と
い
う
期
待
・
安
心

感
が
大
き
い
こ
と
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
核
家
族
化
を
背
景

と
し
て
、
「
配
偶
者
以
外
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」
「
配
偶
者
以
外
に

介
護
を
頼
め
る
人
が
い
な
い
」
と
い

っ
た
意
識
や
現
実
も
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。
男
女
別
に
み
る
と
、

男
性
に
「
配
偶
者
」
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
（
図
６
）

　
男
女
別
に
従
業
員
の
状
況
を
み
る

と
、
パ
ー
ト
社
員
に
女
性
が
多
い
状

況
で
、
雇
用
の
安
定
の
面
で
男
女
格

差
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
管

理
・
監
督
職
は
４
割
以
上
の
事
業
所

に
配
属
が
進
ん
で
い
ま
す
。
（
図
７
）

性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
す
る

考
え
方
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

今回の紹介した調査

報告書の全文は、各

総合支所地域支援課、

または市ホームペー

ジでご覧いただけます。

■お問い合わせ　

　総務部人権尊重課

　（℡ ７１・２０００）

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
調
査
結
果

調
査
報
告

事
業
者
へ
の
調
査

男女の平等感（図１）

男女別
「社会の男女平等感」
（総数＝男性589、女性698）

平等である

平等ではない

男性

女性
30.2

15.8

69.8

84.2

平等である

22.1％

平等ではない

75.5％

無回答
 2.4％

男女別
「平等ではない」と感じる分野（図２）
【複数回答】（総数＝男性410、女性587）

家庭

学校教育

職場

地域

政治

法律や制度

社会通念・慣行・
しきたり

8.0
4.1

35.9

51.3

8.0

4.1

76.1

70.4

35.6

37.3

30.0

30.8

29.0

32.4

80.7

80.2

男女の役割固定に対して（図３）

賛成である
　8.8％

仕方がない
  と思う
　35.0％

あまり
好ましくない
　　40.4％

反対である
　　13.7％

無回答
2.2％

男女別
「男女の役割固定」に対する考え方
（総数＝男性589、女性702）

賛成である

仕方がない
と思う

あまり
好ましくない

反対である

9.5

7.8

34.6

37.0

42.1

40.9

13.8

14.2

％
0 10 20 30 40 50

女性が働く上での障害【複数回答】（図４）

育児の分担

家族の介護

待遇の格差

慣習

託児施設の不足

家事の分担

仕事の内容

その他

無回答

％
0 10 20 30 40 50 60 70

61.6

40.1

18.7

21.5

41.4

47.9

17.5

3.7

4.3

男女の役割分担意識を解消するための
啓発活動を充実すること

男女を対象にした、仕事と子育ての両
立を支援する体制を整備すること

家事などは男女で分担するのが当たり前
ということを子どものころから教育すること

男性の料理教室等、男性を対象とした
学習や訓練の機会を増やすこと

男性の仕事中心の生き方、考え方を改
めること

男性が家事等をしやすいよう家族や社
会、地域が協力すること

労働時間短縮や各種休暇制度を普及さ
せること

その他

無回答

男性の家事･育児・介護へのかかわりを
進めていくために【複数回答】（図５）

21.4

47.3

50.9

16.9

34.2

39.9

39.7

2.8

4.3

％
0 10 20 30 40 50 60

誰に介護してもらいたいか
（図６）

配偶者
 50.7％

娘
16.2％

娘の夫
  0.1％

無回答
  3.2％

その他
 1.9％老人ホーム・

介護保険施設
　　16.6％

ホームヘルパー 6.5％

その他の親戚
　　  0.3％

兄弟姉妹
   1.0％

息子
1.3％

息子の妻
2.1％

配偶者

％

0 20 40 60 80

女性管理・監督職（図７）

いる
 47件

いない
  67件

％
0 20 40 60 80 100

％
0 20 40 60 80 100

男性

女性

男性

女性

男性

女性

72.5

35.7

今
年
３
月
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
安
曇
野
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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科学の芽を育てる
７/28 チルドレンズ・ミュージアム・イン・あづみの

全国大会での活躍を誓う
６/９ 穂商コンピューター部・珠算部

競い合い、高め合う
８/５ 信州安曇野わさび祭り（ＹＯＳＡＫＯＩ安曇野。納涼祭）

住民や企業、約3千人が参加
7/28 あづみ野祭り

開かれた農園を目指して
７/20 農業コンクール優秀賞受賞報告

地域の力が犯罪を防ぐ
7/２ 社会を明るくする運動等街頭啓発

　身近な不思議を体験できる移動科学館「チルド
レン・ミュージアム・イン・あづみの」が７月２８日、
豊科勤労者総合スポーツ施設体育館で行われま
した。この日は、親子連れなど約６００人が参加し、
スライムや紙ひこうき、あやつり人形、モビール
作りなどに取り組みました。紙ひこうきづくりに参
加した子は「とても楽しかった。今度はもっと難
しいものを作ってみたい」と話していました。参
加者は、身近な不思議から科学について楽しく学
びました。

　穂高商業高校コンピューター部と珠算部の生
徒７人が６月９日、全国大会出場の報告のため
市役所を訪れました。
 コンピューター部は、第７回長野県商業高校
総合競技大会（情報処理競技）で優勝し、３連覇
を達成しました。また、珠算部の矢口紗世さん
は個人の部で、全国大会の出場を決めました。
両部を代表して尾澤杏奈さんは「長野県の代表と
して全力を尽くしたい」と意気込みを語りました。
平林市長は「全国では、遠慮することなくよい成
績を収めてきてほしい」と激励しました。

　第８回ＹＯＳＡＫＯＩ安曇野が、穂高駅
前通り、穂高神社北神苑で開かれ、過
去最高の４０チーム１,４５４人が参加しま
した。また、今年からＹＯＳＡＫＯＩ安曇
野賞など４つの賞を創設し、それぞれ
の舞いを競いました。受賞団体は下記
のとおりです。また、夕方から行われ
た「納涼祭」では、穂高地域の分館を中
心に約２,３００人が参加し、穂高の夏の夜
に舞いました。

◎ＹＯＳＡＫＯＩ安曇野賞＝信州大学ＹＯＳＡＫＯＩ
祭りサークル「和っしょい」（松本市）、◎わさび祭
り賞＝くびき野飛龍舞（新潟県上越市）、◎商工
会青年部賞＝音舞乱花―Ｏｎ・Ｂｒａｎａｋａ（穂高）、
◎審査員特別賞＝大町Ｂｉｓｓａｗａレッツゴー舞隊（大
町市）、春日泉翔舞（新潟県上越市）、穂高東中
学校（穂高）

　第２８回あづみ野祭りが、豊科駅前通
り周辺で開かれました。今年は４５連、
約３,０００人が参加し、あづみ野ばやし踊
りで盛り上がりました。
 各コンテストの結果は、次のとおり
です。

◎踊り連コンテスト（一般の部、分館の部）最優
秀賞＝安曇野赤十字病院、桜坂区、優秀賞＝
豊科高校、真々部区、ハッスル賞＝文福、下飯
田区、ユーモア賞＝美容師組合、重柳区、アイ
デア賞＝豊科サティ、光区、綺麗で賞＝日本舞
踊の会民踊会、飯田区、エネルギッシュで賞＝
三郷中２年４組、吉野区、センスが良いで賞＝豊
科金融団、下鳥羽区、可愛いで賞＝豊科リトル
リーグ、本村区、オリジナル賞＝安協女性部、新
田区
◎仮装コンテスト大賞＝下里正幸（光）、入賞＝
細川翔太郎（殿村）、伊東新平、高橋裕司（美
容師組合）、大西信洋（豊科サティ）、赤澤典明（豊
科金融団）、浅田圭介（ＥＰＳＯＮ）、小松忍（飯田）、
奥原宏宣（下飯田）、丸山正憲、井口正一（下鳥
羽）、須澤光明（豊科高校）、榑沼実雄（徳治郎）

　農業の実績と将来性を競う第５６回全国農
業コンクール全国大会（毎日新聞社・愛知県
主催）で優秀賞を受賞した中村隆宣さん（三
郷温）が７月２０日、受賞の報告に市役所を訪
れました。中村さんは、２０㌶のりんご農園
を営み、新しく農業に就く人の育成などに
積極的に取り組んでいます。「果樹園の環境
は、『開かれた農園』を目指すのに最適。これ
からも色々とチャレンジしたい」と抱負を話
しました。

　７月は、社会を明るくする運動、青少年
の非行問題に取り組む全国強化月間として、
市内で啓発活動が行われました。
 ７月２日、保護司や教育関係団体による
街頭啓発が行われた後、保護司会の代表者
が市役所を訪れ、市長に運動への協力を求
める法務大臣からのメッセージを手渡しま
した。地区保護司会会長の遠藤順弘さんは、
「犯罪や非行を防ぐには、家庭を中心にした
地域の力が必要不可欠。この運動が、その
ことを考えていただくきっかけとなればい
いです」と話していました。

よりひろ
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最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に
関
係
す
る

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
方
法

を
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館

■
講
師
　
小
川
文
徳
さ
ん

　
　
　
　（
明
科
中
学
校
教
諭
）

■
問
い
合
わ
せ

　
堀
金
公
民
館
（
℡
７２
・
５
７
９
６
）

　
秋
空
の
下
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は

「
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
」
を
新
設
。
お

楽
し
み
抽
選
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
９
月
３０
日（
日
）

■
場
所
　
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
ロ
ー
ン

　
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
穂
高
牧
）

■
競
技
種
目
・
募
集
定
員

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
３２
組

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
１６
組

　
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
１２
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
参
加
料
　
１
組
３
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法
　
９
月
２０
日（
木
）ま

　
で
に
左
記
に
①
郵
送
ま
た
は
②
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
参
加
者
氏
名
お
よ
び
連

　
絡
先
を
記
載
の
上
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
先
　
①
郵
送
　
サ
ン
ダ
ー

　
バ
ー
ド
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
内

　
穂
高
杯
受
付
〒
３
９
９_

８
３
０
５

　
安
曇
野
市
穂
高
牧
２
１
９
２
番
地

　
２（
℡
８３
・
４
０
０
３
）　
②
Ｅ
メ
ー
ル

　

　
貞
享
義
民
記
念
館
で
は
、「
三
郷
村

誌
歴
史
編
上
」
の
執
筆
者
を
講
師
に

招
い
た
歴
史
講
座
を
全
９
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
す
。
村
誌
編
さ
ん
に
あ

た
っ
て
の
研
究
の
成
果
や
新
た
に
発

見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
１
回
　
９
月
１６
日（
日
）

　「
地
中
に
残
る
現
集
落
成
立
の
姿
」

◆
第
２
回
　
９
月
２２
日（
土
）

　
「
三
郷
の
縄
文
ム
ラ
は
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
社
会
だ
っ
た
（
縄
文
時
代
）」

◆
第
３
回
　
９
月
２９
日（
土
）

　
「
大
き
く
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
新

　
文
化
の
伝
来
（
弥
生
時
代
）」

※
第
４
回
以
降
は
後
日
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

■
講
師
　
百
瀬
新
治
さ
ん

　
　
　
　（
南
木
曽
小
学
校
長
）

■
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
　

■
場
所
　
貞
享
義
民
記
念
館
研
修
室

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ
　
貞
享
義
民
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７７
・
７
５
５
０
）

第
１
回
﹁
縄
文
時
代
の
安
曇
野
﹂

第
２
回
﹁
安
曇
野
の
古
墳
に
つ
い
て
﹂

　　
中
央
公
民
館
と
教
育
委
員
会
で
は
、

第
２
回
安
曇
野
市
夏
期
大
学
を
開
催

し
ま
す
。
講
師
は
故
・
逸
見
政
孝
夫

人
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
逸
見
晴
恵

さ
ん
で
す
。

■
日
時
　
８
月
３０
日（
木
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
講
師
　
逸
見
晴
恵
さ
ん

■
演
題
　「
大
き
な
夢
を
持
と
う
」

■
参
加
料
　
無
料

■
後
援
 
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

　
教
育
係
　
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
安
曇
族
に
開
発
さ
れ
た
と
い
う
伝

承
を
も
つ
安
曇
野
の
古
代
史
を
取
り

上
げ
、
市
内
の
遺
跡
・
史
跡
の
紹
介

を
交
え
た
秋
の
歴
史
集
中
講
座
を
４

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、
安
曇
野
市
中
央
公
民
館
事

業
を
兼
ね
て
行
う
も
の
で
、
第
１
回

と
第
２
回
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

受
講
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
１５
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師
　
宮
下
健
司
さ
ん

　（
長
野
県
立
歴
史
館
総
合
情
報
課
長
）

■
日
時
　
９
月
２２
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
講
師
　
桐
原
健
さ
ん（
考
古
学
者
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
１
０
０
人（
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
２７
日（
月
）

　
か
ら
９
月
１３
日（
木
）ま
で
に
社
会

　
教
育
課
文
化
財
保
護
係（
℡
６２
・

　
４
５
６
５
）へ
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
以
降
の
予
定
　
第
３
回
「
古
代
瓦

　
か
ら
見
た
明
科
廃
寺
」（
１０
月
２０

　
日
）、
第
４
回
「
国
府
の
対
岸
」

　（
１１
月
１７
日
）

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
と
し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
に
も
何

か
と
便
利
な
携
帯
電
話
。
こ
の
講
座

で
は
、
電
話
番
号
の
登
録
、
メ
ー
ル

の
送
受
信
な
ど
、
携
帯
電
話
の
基
本

的
な
操
作
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
講
師
　
田
中
さ
お
り
さ
ん

　（
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０

　
歳
以
上
の
人

■
参
加
料
　
２
０
０
円
　

　
※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
受
付
　
８
月
２７
日（
月
）

　
か
ら
９
月
３
日（
月
）正
午
ま
で
に

　
左
記
ま
で
電
話
か
来
館
の
う
え
、

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
生
涯
学
習
係
（
℡
８２
・
５

　
９
７
０
）

ｈｏｔａｋａ
＿ｔｅｎｎｉｓ

＠
ｙａｈｏｏ

.ｃｏ
.ｊｐ

︻
共
通
︼

広耳付壺形土器（縄文中期後葉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ペ
ア
年
齢
合
計

１
２
０
歳
以
上
、男
・
女
・
ミ
ッ
ク
ス
は
問
わ
な
い
）

︻
共
通
︼

夏
期
大
学
・
逸
見
晴
恵
さ
ん
講
演

大
き
な
夢
を
持
と
う

秋
の
歴
史
集
中
講
座

安
曇
野
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

堀
金
地
域
家
庭
教
育
講
演
会

親
子
で
考
え
よ
う

ネ
ッ
ト
社
会
の
光
と
影

穂
高
公
民
館

シ
ニ
ア
の
た
め
の

携
帯
電
話
活
用
講
座

�� 8月号広報

穂
高
体
協
テ
ニ
ス
部
主
催

穂
高
杯
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

出
場
者
募
集

貞
享
義
民
記
念
館

三
郷
村
誌
〜
歴
史
編
上
〜
を

語
る
講
座

市の礎を知る
町村誌購読のお誘い

　市が誕生して２年になろうとしています。
その礎を築いた旧５カ町村の先人たちの歩
みや自然を町村誌から学びませんか。

「豊科町誌」 自然編、歴史編・民俗編・水利編、
　近現代編　３巻セット８,０００円。　別編民俗Ⅱ
　３,０００円（販売所 豊科郷土博物館）

「穂高町誌」自然編、歴史編上・民俗編、歴史編 
　下　３巻セット８,０００円（販売所 穂高公民館）

「三郷村誌Ⅱ」自然編６,０００円。歴史編上４,０００
　円。　歴史編下４,０００円。　村落誌編４,０００円。
　民俗編４,０００円。セット価格１５,０００円 別に「三
　郷村誌Ⅰ」５,０００円。（販売所 三郷公民館）

「堀金村誌」上巻（自然,歴史）５,０００円。下巻
　（近現代，民俗）５,０００円。（販売所 堀金公民館）

「明科町史」 自然編５,０００円
　（販売所 明科公民館）

■問い合わせ　社会教育課文化財保護係
　（℡６２・４５６５または各地域の教育課）
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特
別
展
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」に

合
わ
せ
、２
回
連
続
の
彫
刻
鑑
賞
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま
す
。
日
常
の
生
活
で

は
ゆ
っ
く
り
見
る
機
会
が
少
な
い
豊

科
地
域
の
野
外
彫
刻
や
市
内
各
地
の

彫
刻
を
ご
案
内
し
、安
曇
野
の
彫
刻

の
系
譜
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一

方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

安
曇
野
・
歩
い
て
み
る
彫
刻

■
日
時
　
９
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時

■
コ
ー
ス
　
郷
土
博
物
館（
集
合
）〜

　
近
代
美
術
館（
解
散
）

■
参
加
費
　
無
料

安
曇
野
・
ゆ
っ
た
り
バ
ス
で
み
る
彫
刻

■
日
時
　
９
月
１６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
コ
ー
ス
　
近
代
美
術
館
（
集
合
〜

　
郷
土
博
物
館
〜
碌
山
美
術
館
〜
穂

　
高
会
館
〜
穂
高
神
社
〜
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ-

　
Ｋ
Ａ
Ｎ
〜
近
代
美
術
館（
解
散
）

■
参
加
料
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
館
料
・
バ
ス
代
込
み
）

■
定
員
　
各
回
と
も
に
２５
人

■
講
師
　
二
木
福
冶
さ
ん

　（
元
豊
科
町
郷
土
博
物
館
館
長
）

■
申
込
方
法
　
８
月
２８
日（
火
）か
ら

　
受
付
開
始
。
電
話
な
ど
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
。
詳
細
は
申
し

　
込
み
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」の
出
品
者
、

丸
山
雅
秋
さ
ん
の
作
品
を
、作
家
自

身
の
解
説
を
交
え
、鑑
賞
し
ま
す
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
な
ど
国
際
的
に
活
躍

す
る
丸
山
さ
ん
の
彫
刻
論
を
分
か
り
や

す
く
、ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
解
説
し
ま
す
。

■
講
師
　
丸
山
雅
秋
さ
ん（
彫
刻
家
）

■
対
象
　
一
般

■
日
時
　
９
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所
　
豊
科
近
代
美
術
館
２
階
展

　
示
室

■
参
加
費
　
無
料
　

　
　
　
　
　（
別
途
入
館
料
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

　
豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会
写
真
部

に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
安

曇
野
の
風
景
や
四
季
の
移
り
変
わ
り

な
ど
、自
然
の
一
瞬
の
表
情
を
と
ら
え

た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期

　
９
月
２
日（
日
）〜
１７
日（
月
）

■
会
場
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
１
０
０（
８０
）円

　
小
中
生
　
　

５０（
４０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
墨
と
水
、
和
紙
、
筆
の
使
い
方
な

ど
の
基
礎
か
ら
、
写
生
を
も
と
に
自

由
に
描
く
応
用
ま
で
ど
ち
ら
も
自
由

に
学
べ
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
２３
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

■
指
導
　
小
林
紀
美
子
さ
ん

　（
安
曇
野
水
墨
画
研
究
会
主
宰
）

■
材
料
費
　
３
０
０
円

■
持
ち
物
　
昼
食
、
作
業
着
、
材
料

　
費
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
白
い
平

　
皿
２
枚

■
定
員
　
１０
人

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
２８
日（
火
）

　
か
ら
９
月
２１
日（
金
）（
月
曜
日
を

　
除
く
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
　
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館
（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

　
穂
高
牧
に
あ
る
満
願
寺
で
、
秋
の

植
物
を
観
察
し
ま
す
。
身
近
な
自
然

を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
９
月
２２
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
満
願
寺
（
穂
高
牧
）

■
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員
　
２８
人

■
参
加
費
　
４
０
０
円
（
受
講
料
・

　
入
館
料
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
９
月
１
日（
土
）か
ら

　
１７
日（
月
）ま
で
に
、
田
淵
行
男
記

　
念
館
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
安
曇
野
市
図
書
館
で
は
、
秋
の
読

書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
９
月
１
日
〜

１０
月
３１
日
ま
で
「
図
書
館
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
図
書
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
を
窓

口
へ
提
出
す
る
と
、
貸
し
出
し
ご
と
に

か
わ
い
い
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
す
。

最
終
日
以
降
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
図
書
館
へ
提
出
す
る
と
、
賞
状
が

も
ら
え
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
は
市
内
ど
こ

の
館
の
も
の
で
も
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
を
親
子
で
読
書
に
親
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
資
料
・

図
書
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
無
償
で
配
布
す
る
催
し

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
２
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　（
本
が
な
く
な
り
次
第
閉
場
）

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
前

■
制
限
　
１
人
　
１０
冊

■
そ
の
他
　
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
。
汚
損
、
破
損
、
落

　
丁
の
本
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
古
書
店
等
業

　
者
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
 

　
豊
科
図
書
館（
℡
７２
・
２
１
５
８
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

2
つ
の
彫
刻
鑑
賞
ツ
ア
ー

︻
共
通
︼

ふ
く
じ

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

水
墨
画
講
座

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
6
回

図
書
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

ドキドキ・ワクワクお話の世界

9月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室�(Tel.72・2158)

２１日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室�(Tel.84・0111)

※９月はおやすみ

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室�(Tel.77・2109)

     ８日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

１２日（水）１１：００～（幼児対象）
１９日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室�(Tel.62・1122)

２２日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

さん��(堀金三田)

お
す
す
め
の
一
冊

だ
い
こ
ん

山
本

一
力

著

�� 8月号広報

　主人公つばきは、大工の棟りょうで父の安治と母の

みのぶの子で、３人姉妹の長女。父のばくちの借金が

一家に重くのし掛かるなか、両親や妹を支える姿が涙

を誘います。へつつい（かまど）で炊くご飯が上手で、

１７歳の時、一善飯屋「だいこん」を開きます。知恵を

使い、志を捨てず、ひたむきに汗を流せば道は開ける。

当時は火災、水害が起きれば悲惨。でも、つばきはく

じけずがんばります。

百瀬 節夫

豊
科
近
代
美
術
館
・
豊
科
郷
土
博
物
館

特
別
展
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

身
近
な
彫
刻
を
再
発
見

豊
科
郷
土
博
物
館

第
２１
回
友
の
会
写
真
展

昨年に引き続き開催

・・・
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○�国民健康保険制度は、助け合いの制度�○

�国民健康保険(以下、国保)は、いつ起こるか

分からない病気やケガなどに備えて、加入者

の皆さん(被保険者)・国・県・市(保険者)がそ

れぞれお金を出し合い、必要な医療費や健康

の保持と増進のため、給付や事業を行う助け

合いの制度です。また、勤務先の健康保険や

共済組合などに加入している人、生活保護を

受けている人を除き、すべての人が国保に加

入しなければなりません。（外国人登録をして

いる人で、１年以上滞在を予定する人も国保

に加入しなければなりません）

 ○�健康保険に加入したら�○
�国保への加入も喪失も手続きが必要になり

ますが、特に忘れてしまいがちなのが会社な

どに就職し、新たに健康保険に加入したとき

の国保の喪失手続きです。

�新たに勤務先から被保険者証の交付を受け

たら、遅滞なく国民健康保険の資格喪失届出

をお願いします。また、医療機関等を受診す

る場合は、必ず勤務先から交付された被保険

者証を提示してください。被保険者証の提示

をせず、診察券等だけの提示で診療を受けた

場合は、受診した医療機関へ被保険者証が変

更されたことを連絡してください。国保の資

格喪失手続きをせず、国保の被保険者証を病

院で提示すると、国保で支払った給付費を返

納していただくことがあります。手続きの期

間は加入したときから14日以内となります。

必要書類などの詳細は、下記までお問い合わせ

いただくか、「暮らしのガイドブック」38ペー

ジをご覧ください。

■問い合わせ

�市民課国保年金担当（℡82・3131）
�または各総合支所市民課国保年金係

「うっかり」が多い
�   ����喪失の手続きを忘れずに

安
曇
野
市
名
誉
市
民

 
橋
節
郎
先
生
を
偲
ぶ
会

　
安
曇
野
市
名
誉
市
民
で
あ
る
　
橋

節
郎
先
生
が
、
平
成
１９
年
４
月
１９
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

 
市
で
は
、
安
曇
野
が
生
ん
だ
偉
大

な
芸
術
家
で
あ
り
、
漆
芸
の
発
展
と

美
術
文
化
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
、
そ
の
辿
っ
た
足
跡
や
生
前
の

あ
り
し
日
を
偲
ぶ
た
め
に
、
青
春
時

代
ま
で
過
さ
れ
た
生
家
の
あ
る
記
念

美
術
館
を
会
場
に
「
　
橋
節
郎
先
生

を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様

と
と
も
に
ご
遺
徳
を
偲
び
た
い
と
存

じ
ま
す
。
な
お
、
平
服
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
１６
日（
日
）午
後
２
時
〜

■
場
所
　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
　
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 
平
成
１９
年
６
月
の
開
発
審
査
分

 
（
承
認
日
　
平
成
１９
年
７
月
１３
日
）

■
株
式
会
社
  大
八
木
建
設
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
４
７
８
番
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、８
５
７
㎡

・
目
的
　
事
務
所
の
建
設

■
有
限
会
社
  浅
川
不
動
産
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
２
３
９
５
番

・
開
発
面
積
　
２
、６
７
２
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
９

　
　
　
　
区
画

■
株
式
会
社
 セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

 
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
北
穂
高
２
８
０
７
番

　
　
　
　
１
他
３
筆

・
開
発
面
積
　
２
、６
９
８
㎡

・
目
的
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー

　
　
　
　
の
建
設

■
奥
原
茂
樹
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
柏
原
４
３
５
０
番
１

・
開
発
面
積
　
３
９
９
・
５
０
㎡

・
目
的
　
住
宅
と
事
業
所
の
建
設

■
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
の
開
発

 
事
業

・
場
所
　
穂
高
柏
原
２
８
４
３
番
１５

　
　
　
　
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、９
５
８
㎡

・
目
的
　
事
務
所
と
倉
庫
の
建
設
レ

　
　
　
　
ン
タ
ル
重
機
の
洗
車
場
お

　
　
　
　
よ
び
置
き
場
　
　
　
　
　

■
ア
ル
ピ
コ
興
業
株
式
会
社
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
柏
原
１
８
３
０
番
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
２
、７
１
０
・
８
４
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
９

　
　
　
　
区
画

■
株
式
会
社
寿
企
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
５
９
８
９
番
１
他
５
筆

・
開
発
面
積
　
２
、９
７
０
・
２
２
㎡

・
目
的
　
宅
地
分
譲
９
区
画

　
市
議
会
９
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
開
会
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
期
 
９
月
３
日（
月
）〜
２６
日（
水
）

■
時
間
　
午
前
１０
時
 
開
会

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
議
会
棟（
３
階
）

＊
＊
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
へ
＊
＊

～
移
動
し
て
委
員
会
を
開
き
ま
す
～

 
今
回
は
「
総
務
委
員
会
」
を
豊
科
総

合
支
所
で
行
い
ま
す
。

■
日
時
 
９
月
１３
日（
木
）・
１８
日（
火
）

 
　
　
　
午
前
１０
時
〜

※
た
だ
し
、１３
日
に
終
了
し
た
場
合
は
、

　
１８
日
は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

　
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
場
所
　
豊
科
総
合
支
所
第
２
会
議
室

■
傍
聴
方
法
　
当
日
、
傍
聴
人
受
付

　
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
傍

　
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
 
堀
金
総
合
支
所
内

　
議
会
事
務
局（
℡
７２
・
３
１
０
６
）

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

安
曇
野
市
議
会

９
月
定
例
会��

会
期
日
程︵
予
定
︶

　昨年は全国的にツキノワグマの人里への出没が多く、安曇
野市でも各総合支所に連絡があったものだけでも１６３件の目
撃情報が寄せられました。今年もこれから果樹などが実り、
人里にクマのエサが多くなることや、きのこ採りなどで山に
入る機会も多くなりますので、クマの被害に遭わないように
十分な注意をお願いします。
 クマは、本来、臆病な動物で、通常は人間に気付けば、逃
げたりするため、めったに出会うことはありませんが、ばったり出会ってしまい、
人身事故につながってしまうことがあります。特に子連れのクマは、神経質になっ
ていますので、クマに遭わないために次のことを心掛けましょう。

○森林への立ち入りや山際の農地での作業をする場合は、クマに人間の存在を知ら

 せるため、笛や鈴を鳴らしたり、ラジオをつけるようにしましょう。

○クマの活動が活発になる明け方･夕暮れ時の外出はなるべく避けましょう。

○クマのふんや足跡を見付けたら引き返しましょう。

 特に穂高・堀金・三郷地域の森林は、ツキノワグマの生息地です。クマはすぐ近
くの森林にいます。クマの目撃情報や被害にあった場合は、耕地林務課または各総
合支所産業建設課へご連絡ください。

■問い合わせ　三郷総合支所内産業観光部耕地林務課（℡７７・３１１１）
 　　　　　　または各総合支所産業建設課

 橋節郎先生追悼音楽会

 池末みゆきライアーコンサート

安曇野　橋節郎記念美術館友の会では、　　橋節郎先生を偲ぶ会にあわせて、
追悼音楽会を開催します。先生の作品である螺鈿で装飾された小型の竪琴
ライアーの披露をかねて、池末みゆきさんによるライアーコンサートを開催します。

■日  時　９月１６日（日）午後４時～５時３０分　
■場  所　安曇野　橋節郎記念美術館
■そ��の��他　入場無料です。コンサート開始前には、抹茶のおもてなしも
　　　　　　あります。
■問い合わせ　安曇野　橋節郎記念美術館友の会事務局（℡８１・３０３０）

国民健康保険からお知らせ

ら    でん

Check
クマの出没にご注意を

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

 
広
報
お
知
ら
せ
版（
８
月
８
日
発
行
）

■
８
ペ
ー
ジ
 初
め
て
の
オ
ペ
ラ
講
座
の
申
し

 
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号

 
　︻
誤
︼（
℡
８２
・
５
０
７
０
）

 
　︻
正
︼（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

 
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………
入
札
・
契
約
結
果
 ︵
平
成
19
年
６
月
分
︶

▼︵
工

事

名

︶

 
市
道
豊
科
中
部
６
６
４
号
線
道
路
改

　
良
・
上
下
水
道
舗
装
本
復
旧
工
事

　︵
工
事
個
所
︶豊
科

　︵
請

負

者

︶（
有
）ニ
ッ
コ
ウ

　︵
請
負
代
金
︶８
、６
６
２
、５
０
０
円

▼︵
工

事

名

︶

 
市
道
新
設
改
良
事
業
市
道
豊
科
南

　
部
３３
号
線
道
路
舗
装
工
事

　︵
工
事
個
所
︶豊
科
高
家

　︵
請

負

者

︶渡
辺
建
設

　︵
請
負
代
金
︶４
、３
０
５
、０
０
０
円

………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………
受 験 資 格

受験資格の

追 加 事 項

試 験 日 程

および内容

受 験 申 込

方 法

受 験 申 込

期 間

申し込み・

問い合わせ

昭和４８年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人
（介護福祉士の有資格者歓迎）

・普通自動車運転免許のある人
・安曇野市内に所在する当法人の各施設に勤務可能な人

試�験�日　９月１８日（火）
試験会場　安曇野福祉協会本部（福祉ぬくもりセンター２階）
試験内容　作文と面接

市販の履歴書（Ｂ５）に必要事項を本人が自書し、写真を貼付して直接持参
するか郵送してください。

９月３日（月）～９月１０日（月）
※持参する場合は、月～金曜日の午前９時～午後４時までにお願いします。

〒３９９-８２０５　安曇野市豊科５１２６-１　
社会福祉法人安曇野福祉協会本部事務局（電話：７２・９１４１）
※採用試験の案内は、安曇野福祉協会ホームページでもご覧になれます。

子
ど
も
の
な
や
み

な
ん
で
も
人
権
相
談
所

豊
科
高
校�

Ｊ
Ｒ
Ｃ
福
祉
ク
ラ
ブ

市
民
公
開
講
演
会

裁
判
員
制
度
学
習
会

市
営
住
宅
等
の
入
居
者

　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１３
日（
木
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
明
科
総
合
支
所
第
２
会
議
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
し
込
み
方
法
　
９
月
６
日（
木
）の

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部

　
総
務
課
庶
務
係（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

　
不
当
な
差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら

せ
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
等
で

お
悩
み
の
人
は
、
人
権
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日（
土
）
　

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
会
議
室

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
地
方
法
務
局

　
松
本
支
局（
℡
３２
・
２
５
７
１
）ま
た
は

　
総
務
部
人
権
尊
重
課（
℡
７１
・２
０
０
０
）

　
市
民
が
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官

と
一
緒
に
判
決
を
出
す「
裁
判
員
制
度
」

が
平
成
２１
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

 
こ
の
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
あ

な
た
も
明
日
は
「
裁
判
員
」
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
９
日（
日
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■
内
容
　
裁
判
員
制
度
の
映
画
に
よ

　
る
制
度
解
説
・
現
職
の
検
察
官
を

　
迎
え
て
の
講
演

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　（
℡
７３
・
３
４
４
３
）ま
た
は
総
務
課

　
庶
務
係（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

　
豊
科
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
福
祉
ク
ラ
ブ
で
は
、

拉
致
問
題
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

 
講
師
に
は
、
拉
致
被
害
者
の
増
元

る
み
子
さ
ん
の
弟
で
、
拉
致
被
害
者

家
族
会
事
務
局
長
の
増
元
照
明
さ
ん

を
迎
え
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど

な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１５
日（
土
）

 
　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
３
時
１０
分

※
開
場
は
、
午
後
１２
時
３０
分
〜

■
場
所
　
豊
科
高
校
大
体
育
館

■
講
演
内
容
　

�﹁
る
み
姉
さ
ん
と
の
再
会
を
願
っ
て
﹂

 
家
族
会
結
成
１０
年
を
過
ぎ
て
思
う
こ
と

▼
聴
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
⋮

 
Ａ
４
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

　
と「
９
月
１５
日
の
講
演
会
希
望
」と
記

　
入
し
、
豊
科
高
校
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
お

　
送
り
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
な
い
場
合

　
は
、
電
話
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
高
校

 （
℡
７２
・
２
１
５
１
 
　
７１
・
１
１
５
１
）

　
社
会
福
祉
法
人
安
曇
野
福
祉
協
会

で
は
平
成
２０
年
４
月
か
ら
採
用
予
定

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
の
職
種
お
よ
び
人
員

○
介
護
員
お
よ
び
生
活
支
援
員
…
若
干
名

FAX

平
成
20
年
度

安
曇
野
福
祉
協
会
職
員
募
集

手
作
り
豆
腐
体
験
教
室

平
成
19
年
度

狩
猟
免
許
試
験︵
第
１
回
︶

　
市
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
団
地

▼
田
沢
団
地（
豊
科
田
沢
）

 
　
　
　
１
戸
【
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▼
追
分
団
地（
穂
高
北
穂
高
）

 
　
　
　
２
戸
【
２
Ｄ
Ｋ
】

▼
穂
高
団
地（
穂
高
柏
原
）

 
　
　
　
１
戸
【
２
Ｋ
】

▼
三
田
団
地（
堀
金
三
田
）

 
　
　
　
２
戸
【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
追
分
団
地

 
　
　
　
１
戸
【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

■
入
居
資
格
　
安
曇
野
市
に
住
所
ま
た

　
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
な
ど

■
入
居
開
始
日
　
１０
月
１
日（
月
）

■
申
込
方
法
　
８
月
２２
日（
水
）か
ら
申

　
込
書
と
募
集
案
内
を
配
布
し
ま
す
の

　
で
、
受
付
期
間
内
に
添
付
書
類
と
一

　
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

　
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間︵
土
・
日
除
く
︶

 
８
月
３０
日（
木
）〜
９
月
５
日（
水
）

 
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
申
込
先
・
案
内
配
布
場
所

 
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
建
築

　
住
宅
課
住
宅
係

※
各
総
合
支
所
で
は
、
受
付
を
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

 
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
手
作
り
豆
腐
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
安
曇
野
産
の
大
豆
で

作
る
お
い
し
い
豆
腐
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
８
日（
土
）

 
第
１
回
目
　
午
前
９
時
〜

 
第
２
回
目
　
午
後
１
時
３０
分
〜

 
　
　
　
　
　
　（
１
工
程
約
２
時
間
）

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

 （
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

■
定
員
　
各
１５
人（
先
着
順
）

■
講
師
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
利
用
運
営
委
員

■
豆
腐
代
　
１
丁
１
０
０
円

 （
１
人
３
丁
く
ら
い
持
ち
帰
り
可
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
豆
腐

　
を
持
ち
帰
る
容
器
・
室
内
用
の
長
靴

■
申
し
込
み
方
法
　
豊
科
総
合
支
所
産

　
業
建
設
課
産
業
振
興
係
で
受
け
付
け

　
ま
す
。
電
話
か
来
庁
し
て
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
開
始
　
８
月
２７
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
 
豊
科
総
合
支
所
産
業

　
建
設
課
産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

　
平
成
１９
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
お
よ

び
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
試
験
︵
第
１
回
︶

・
日
時
　
９
月
２３
日（
日
）

 
　
　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

・
場
所
　
長
野
県
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

・
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書（
長
野
県

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写

　
真
お
よ
び
医
師
の
診
断
書
、
手
数
料

　
５
、３
０
０
円（
県
収
入
証
紙
に
よ
り

　
納
入
）
を
提
出
（
郵
送
）
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
申
し
込
み
期
間
　

 
８
月
２７
日（
月
）〜
９
月
７
日（
金
）

　
　
　
 （
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効
）

■
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

・
日
時
　
９
月
１５
日（
土
）

 
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

・
場
所
　
長
野
県
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

・
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
を
松
本
地

　
方
事
務
所
林
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。（
講
習
会
当
日
、
テ
キ
ス
ト
代

　
２
、３
４
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

・
申
し
込
み
期
間
　

 
８
月
２７
日（
月
）〜
９
月
７
日（
金
）

※
詳
細
は
、
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

 
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
林
務
係

 
　
　
　
　
　
　
（
℡
４０
・
１
９
２
６
）

無
料
法
律
相
談
会

相

談



暮らし疑問

一問一答！
　
全
国
的
に
子
ど
も
の
む
し
歯
は
減

少
傾
向
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、
市

内
の
幼
児
の
む
し
歯
は
、
前
年
度
よ

り
増
加
し
て
お
り
、
県
平
均
よ
り
も

多
い
状
況
で
す（
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

 
日
々
の
生
活
や
環
境
、
子
育
て
に

対
す
る
考
え
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
歯
や
口
に
現
れ
ま
す
。

 
周
り
の
大
人
た
ち
の
知
恵
と
協
力

で
、
２１
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
歯
と
口
を
守
り
育
て
る
た
め
に
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
む
し
歯
菌
の
感
染
を
防
ぐ
　
む
し

　　
歯
は
ま
わ
り
の
人
か
ら
感
染
し
ま

　
す
。
む
し
歯
の
な
い
奇
麗
な
口
で

　
子
ど
も
に
接
し
ま
し
ょ
う
。

②
甘
い
も
の
は
最
小
限
に
　
む
し
歯

　
菌
と
砂
糖
が
合
わ
さ
る
と
リ
ス
ク

　
は
一
気
に
高
ま
り
ま
す
。

③
寝
る
前
に
仕
上
げ
み
が
き
を
　
甘

　
い
も
の
の
摂
取
を
少
な
く
す
る
こ
と

　
を
考
え
な
が
ら
、
歯
み
が
き
の
習

　
慣
を
徐
々
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

④
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
　
お
い

　
し
く
食
べ
て
、
し
っ
か
り
遊
ぶ
。
規

　
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

9月1日～30日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
ナスの爽やかどんぶり

材料（4人分）　
ごはん茶わん４杯、ナス４個、干しエビ大３、青
じそ４枚、白髪ネギ少々、昆布１０×１０㌢１枚、
サラダ油大さじ１.５、すまし汁約１００cc、タカノツ
メ少々、調味料（酒・みりん・しょうゆ大さじ２）

作り方
１鍋に昆布、干しエビ、水を入れて浸しておく。
２ナスの額の先を切り落
　とし、茶せん状に切り
　込みを入れる。
３フライパンに油を引き、
　ナスを転がして焼く。
４①を煮立て、調味料を
　入れ、ナスを交互に詰
　め、落としぶたをして
　強火に。煮立ったら弱
　火にしてタカノツメを
　入れる。
５煮えたナスを開き、エ
　ビを挟む。ごはんを盛
　り、青じそ、ナス、白
　髪ネギを乗せ、すまし
　汁をかける。

数字で探る

私たちの健康

増
加
傾
向
、幼
児
の
む
し
歯

今月の料理人

三郷明盛

百瀬 むつさん

やざき診療所

根津内科医院

赤津整形外科クリニック

土居歯科医院

飯田医院

高橋医院

丸山内科クリニック

田野歯科医院

平林医院

信濃内科循環器科医院

こうの内科循環器科

アルプス歯科クリニック

宮澤医院

百瀬医院

白木医院

山本歯科クリニック

古川医院

楢本内科医院

中島整形外科

ヒカリ歯科医院

小田切医院

前角整形外科医院

米倉医院

布山歯科医院

清沢医院

中村内科医院

鶴見医院

丸山整形外科医院矯正歯科

[明科]

[穂高]

[三郷]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[穂高]

[明科]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[明科]

[穂高]

[三郷]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[堀金]

[三郷]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[豊科]

62-2360

82-8382

76-3133

72-2462

83-5061

82-2561

72-6188

82-7537

62-2227

82-7722

71-5881

77-8901

62-2052

82-2205

77-2134

84-0004

82-4385

73-0616

72-3543

82-8171

83-6025

82-1478

72-2354

77-6388

82-7600

72-2460

72-4500

72-7000

2日・日

9日・日

16日・日

17日・祝

23日・日

24日・祝

30日・日

認
め
ら
れ
て
い
る﹁
野
焼
き
﹂と
は
？

　近ごろ、家庭ごみを焼却してい
るという苦情が、毎日のように市
役所に寄せられています。
 具体的には、「ビニールや紙く
ずなどを燃やしたにおいが家の中
まで入ってくる」、「洗濯物を干せ
ない」、「けむりでのどが痛い」と
いった内容です。
 燃やす人は、「面倒くさい」、「昔
から燃やしてきたから」、「自分一
人くらいなら影響はないだろう」
など、簡単に考えてしまうことが
多いようです。
 家庭ごみの焼却は、ダイオキシ
ンなどの有害物質を発生し、環境
汚染や近隣の人への健康被害とな
る恐れがあります。
 また、平成１３年４月に改正さ
れた「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」では、家庭における小
型焼却炉、ドラム缶、ブロック囲
い、穴を掘る等によるごみの焼却
はいっさい禁止となりました。違
反すると５年以下の懲役、もしく
は１,０００万円以下の罰金、または
両方が科せられる場合があります。
 決して行わないでください。

旬のナス、おいしいですよね。簡単でおしゃれ
にできるナスのどんぶりをご紹介します。

廃
棄
物
の
野
外
で
の
焼
却
は
処
罰
の
対
象
で
す

県平均よりも多い状況
（安曇野市３歳６カ月歯科検診結果より）

※変更になることがあります。  ご利用前に医療情報案内（0120-890-423）
　で確認してください。
※受付は午前９時から午後５時まで、歯科医院の受付は午前９時から正午
　までです。

ドラム缶

ブロック囲い

小型焼却炉

穴を掘る

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る

「
野
焼
き
」
は
、
一
部
の
例
外
を
除

き
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
例
外
を
中
心
に
、「
野
焼
き
」
の
よ

く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
農
業
で
行
う「
あ
ぜ
草
焼
」や「
も

み
殻
の
焼
却
」は
で
き
る
の
？

　
　
で
き
ま
す
。
農
薬
を
使
わ
ず
病

害
虫
の
駆
除
が
で
き
る
「
あ
ぜ
草
焼

き
」
な
ど
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
焼
却
は
、
例
外
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
煙

な
ど
で
近
隣
へ
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
風
向
き
な
ど
に
注
意
し
て
行
う

よ
う
に
市
で
は
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
庭
の
落
ち
葉
」
や
「
刈
り
取
っ

た
草
」は
焼
却
で
き
ま
す
か
。

　
　
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
た
き
火

の
規
模
が
小
さ
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

焼
却
す
る
時
間
帯
、
風
向
き
な
ど
を

考
え
、
近
隣
へ
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
「
庭
木
の
せ
ん
定
枝
」
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

　
　
も
え
る
ご
み
と
し
て
出
す
か
、

せ
ん
定
枝
を
破
砕（
チ
ッ
プ
化
）し
て

資
源
に
活
用
す
る
、
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
業
・

造
園
業
か
ら
出
た
枝
は
対
象
外
で
す
。

 
　
こ
の
ほ
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
は
あ
り
ま
す
か
。

 
　
三
九
郎
な
ど
風
俗
習
慣
上
の
焼

却
、
宗
教
上
の
行
事
で
行
う
焼
却
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
暖
を
と
る
た

め
の
た
き
火
等
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
ご
み
の
処
分
方
法
の
相
談
、
ま
た
、

違
法
な
野
焼
き
を
発
見
し
た
と
き
は

次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
市
民

環
境
部
環
境
課
　
℡
８２
･
３
１
３
１
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
係
）

QA

QAQA

QA

��8月号広報�� 8月号広報

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ

「煙」にも十分気を配ってください。
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％

禁止

さ わ
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今月の色

マリーゴールド
Ｍarigold

2007. 8. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,544人（ +93）

48,296人（ +82）

51,248人（ +11）

36,098世帯（+72）

印刷経費1部　22円

黄色を指すが、

実際の花は赤や橙もある。

　
７
月
下
旬
、豊
科
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
満
開
と
な
り

ま
し
た
。

 
旅
人
を
あ
た
た
か
く
迎
え
、
ま
ち

に
潤
い
を
広
げ
た
い
と
い
う
こ
の
活
動

は
、平
成
８
年
か
ら
始
ま
り
、現
在
で

は
８４
団
体
１
、２
９
４
人
が
参
加
。そ
し

て
、こ
の
た
び
、平
成
１９
年
度
県
知
事
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 
地
域
の
心
意
気
が
、鮮
や
か
な
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
7
月
の
半
ば
、「
お
盆
だ
か
ら
」
と
東
京

出
身
の
友
人
が
実
家
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。
お

盆
は
8
月
な
の
で
は
…
、と
不
思
議
に
思
っ

た
が
、よ
く
考
え
る
と
ひ
な
ま
つ
り
や
七
夕

な
ど
、ほ
と
ん
ど
の
年
中
行
事
は
全
国
的
に

新
暦
で
お
祝
い
を
す
る
。
な
ぜ
お
盆
だ
け
は

旧
暦
の
ま
ま
な
の
か
…
。
不
思
議
。

◆
あ
る
写
真
店
へ
寄
っ
た
と
こ
ろ
、中
古
コ

ー
ナ
ー
に
、以
前
か
ら
欲
し
か
っ
た
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
を
発
見
。
も
う
生
産
し
て
い
な
い

の
で
、か
み
さ
ん
に
頼
み
込
ん
で
買
い
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
お
ね
だ
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
現
在
、家
族
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
を
受
け
て

い
る
私
の
喫
煙
。
そ
ん
な
中
、小
学
校
１
年

生
の
め
い
っ
子
が
灰
皿
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
ま
し
た
。
唯
一
の
味
方
が
現
れ
た
と
思

い
き
や
…
そ
の
灰
皿
に
は「
吸
い
過
ぎ
注
意
」

と
大
き
く
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

◆
青
春
の
次
に
来
る
季
節
は
、赤
い
夏
、朱

夏
。
そ
し
て
、白
秋
、玄
冬
と
続
く
そ
う
で
す
。

悩
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
青
春
時
代
を
終
え
、

ひ
た
す
ら
明
る
い
お
じ
さ
ん
時
代
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の二

十
三

花を咲かせた「アルプス花街道」
～ 豊科ＩＣ付近・マリーゴールド ～

次回発行・・・ 

M ＳT Ｋ
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